
（別紙３）

～ 2026年1月17日

（対象者数） 8名 （回答者数） 6名

～ 2026年1月17日

（対象者数） ６名 （回答者数）
６名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

事業所にある人工芝の庭で運動活動を

取り入れている。

職員間でも情報共有を行っている。

2
必要に応じて研修会へ参加し個々のスキルアップ

に繋げ利用児に対し支援していく。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1
地域行事への参加やこちらからの情報発信を

行っていく。

2 次年度より実施曜日を1日追加を検討する。

3
現在、児童発達を利用している利用児が放デイを

利用できるよう工夫していく。

○事業所名 わくわくキッズ俱楽部　谷山事業所

○保護者評価実施期間
2026年1月5日

○保護者評価有効回答数

2026年1月5日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　1月　30日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

利用児について、２校の小学校の利用しかない。
以前は１校のみの利用であったが、今年度の事前周

知ができていなかった。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域との交流が少ない
日々の業務で時間が作れていないことや情報収集が

出来ていない。

放課後等デイサービスの実施日数が少ない。

長期休暇の1日放デイをしていない。

長期休暇中の1日放デイについては現状と

サッカー（運動）療育を行っており、年に２回サッ

カー大会を行っている。
他事業所の利用児との交流を図っている。

職員が多職種おり静と動の活動を取り入れている。
活動は同じでも担当者を変えて実施し、

それぞれの視点から内容を考えて行っている。

事業所における自己評価総括表公表


